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Ⅰ 含水試料観察のための低温電子顕微鏡法に関する研究 

Study of cryo-electron microscopy for hydrated samples 

 

西野有里・菓子野康浩・宮澤淳夫 

Nishino, Y., Kashino, Y., Miyazawa, A. 

 

細胞やタンパク質をはじめとした含水試料の微細構造を脱水による変形のない状態で観

察するためには、試料を急速凍結して凍結状態のまま観察する低温電子顕微鏡法が有効であ

る。様々な含水・液体試料について、低温透過型電子顕微鏡法および低温走査型電子顕微鏡

法による観察の可能性を検討した結果、含水試料だけでなく、有機溶媒中のカーボン粒子や

油脂結晶など、様々な液体試料についても観察できることが明らかになった。  

 

 

Ⅱ 神経筋接合部におけるニコチン性アセチルコリン受容

体と筋特異的受容体チロシンキナーゼの分子動態解析 
Molecular dynamics of nicotinic acetylcholine receptor and muscle specific 

kinase at the neuromuscular junction 

 

西野有里・菓子野康浩・宮澤淳夫 

Nishino, Y., Kashino, Y., Miyazawa, A. 

 

神経筋接合部（NMJ）のポストシナプス膜では、ニコチン性アセチルコリン受容体（nAChR）

が集積して存在することにより効率の良い情報伝達が行われている。nAChR の集積機構を

明らかにするために、NMJ ポストシナプスの培養細胞モデルを用いて、nAChR および

nAChR の集積に関わることが知られている筋特異的受容体チロシンキナーゼ（MuSK）の蛍

光タイムラプス観察を行った後、細胞内に取り込まれた nAChR と MuSK の分子局在を電子

顕微鏡を用いて解析した。  

 

 

Ⅲ リガンド依存的なニコチン性アセチルコリン受容体の

分子内運動解析 
Ligand-dependent intramolecular dynamics of nicotinic  

acetylcholine receptor 
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西野有里・菓子野康浩・宮澤淳夫 

Nishino, Y., Kashino, Y., Miyazawa, A. 

 

nAChR は、NMJ での情報伝達に重要な役割を担っているタンパク質であり、nAChR の

リガンド依存的なチャネル開閉機構を明らかにすることはシナプスにおける情報伝達機構

を解明する上で重要な課題である。また、nAChR の活性は生体中では周囲の環境によって

調節されていることが示されている。そこで、nAChR が生きている細胞に存在した状態で、

リガンド依存的な分子内運動を X 線 1 分子追跡法を用いて解析し、リガンド依存的な回転運

動を捉えることができた。  

 

 

Ⅳ  光合成初期過程と電子伝達超複合体の構造と  

機能の研究  
Structure and function of super complexes of photosynthetic electron 

transport systems 

 

                菓子野康浩・西野有里・宮澤淳夫 

                            Kashino, Y., Nishino, Y., Miyazawa, A. 

 

 光合成における光エネルギーの化学的エネルギーへの変換を担うふたつの光化学

反応中心複合体（光化学系 I および II）のうち、光化学系 II 複合体の構築過程およ

び構成タンパク質機能の解析を進めた。クロロフィル d を主要色素とするシアノバ

クテリアの光化学系複合体の構造解明に向けた解析を進めた。珪藻の光化学系 II 複

合体の構造を解明した。また、光合成電子伝達によって生産される還元力を他の反

応に利用する系の開発にも取り組んだ。  

 

 

Ⅴ  珪藻についての生理・生化学的研究および 

その利用 
Physiological and biochemical study on diatom and its application 

 

                菓子野康浩・西野有里・宮澤淳夫 

                            Kashino, Y., Nishino, Y., Miyazawa, A. 

 

 海洋の珪藻は地球の光合成の約 25%を担っている重要な光合成生物である。そのような珪

藻の特質を温暖化抑止に利用し、社会実装を目指して野外での大量培養技術の構築に努めた。

その一環として、野外の解放系で汚水を使った培養技術開発を進めるとともに、大量培養後

の細胞から有用物質を回収するための低コストで簡便な技術開発にも取り組んだ。  
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大学院生命理学研究科  

博士前期過程  

前田皐臣   ：シアノバクテリア  Acaryochloris marina の光化学系  

宮崎加奈子：クライオ電子顕微鏡法によるスキンケア研究へのアプローチ   

野間有加里：ニコチン性アセチルコリン受容体クラスターの分子動態解析  
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